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被占領下における看護改革政策の青森県への波及

木 村 恵 美 子1)Ryder島 崎　 玲 子1)小 山　 敦 代1)

    Nursing reorganization in occupied Japan 

dissemination of nursing policies in Aomori prefecture

Abstract 

This study reveals how post-war nursing reforms have spread in Aomori. The analysis in this report is based on 

information obtained by; a) reviewing literature concerning nursing reforms, b) identifying primary sources, and 

c) interviewing three nurses who had worked in the post-war era. The results showed: 

1. The nursing reforms were discussed and implemented in the Nursing Laws and Nursing Licensure, in the 

establishment of model schools, and in the revision of the nursing curriculum. 2. The only primary sources 

available were some documents obtained from General Headquarters (GHQ). 

 3. The influence of the nursing reforms revealed that ; 1)nursing schools were rearranged after inspections were 

carried out by GHQ, 2)a female nurse took up the position of Chief of the Nursing Department in Aomori 

Prefectural Office, 3)nurses became more aware of what nursing entails, 4)nursing teachers started to teach 

students about patient-centered care, 5)many practicing nurses participated in refresher courses and they taught 

their learning to other staff members at their hospital. Future research is needed to clarify the details of the 

changes in nursing care in hospital settings. 

(J.Aomori Univ.Health Welf.4 (1) :95-102, 2002)
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　　　　　　　　　　　 要約

　この研究は、占領下での看護改革が青森県にどのよう

に波及 したかを明らかにすることである。研究方法 とし

て、中央の看護改革についての文献検討、第1次 史料の

発掘、当時を知 る看護婦 らへのインタビューを行った。

その結果、文献検討よ り、中央の看護改革は、模範学校

の設立、看護学校のカリキュラム作成、看護婦の国家試

験 と免許制度、リフレッシャーコースの開催、及び病院

の看護サー ビスの改善等があった。第1次 史料の発掘は、

看護に関するGHQ文 書 を得たが、他の史料ならびに公

文書等は見当たらなかった。看護改革は、看護婦養成所

の視察が きっかけ とな り対処されたこと、看護行政では

看護婦が県庁内で看護課長 となったこと、看護婦 自身の

意識改革、講習会の伝達、患者中心の看護 とい う考 えを

看護教育に取 り入れたこと、等から波及 していったこと

が明らかになった。本研究の限界 は、第1次 史料の少な

さによる史実の裏づけが明確でないことである。今後の

課題 は、病院にお ける看護ケアが どのように変化 して

いったか を資料発掘 をもとに解明することである。

　　　　　　　　　　Ⅰ.は じめに

　 1945年(昭 和20年)8月15日 第2次 世界大戦が終了 し、

日本は連合軍によって占領 され、様々な分野の改革が占

領軍の指導の もとに実施された。医療、看護 も例外では

なかった。日本の看護はそれまで雑務中心で医師の指示

に従い隷属的であった。この状況に対 して、連合国軍最

高 司 令 官 総 司 令 部(General　 Headquarters,　Supreme

Commander　 for　the　Allied　Power、以下GHQ,　SCAPと 略す)

内の公衆衛生福祉局看護課長オル ト大尉 は 「看護は技で

あ り、科学であり、専門的職業である」 と確 固たる意志

を持 って、“患者中心の看護” を推 し進めた。 しか し、

戦後50年 以上経た今 日で も保健 ・医療 ・福祉をめぐる多

職種がその専門性 を掲げる中で、看護独 自の領域や専門

性が問われ続けている。戦後のGHQを 中心 とした中央
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の看護改革 に関 しては、Ryder島 崎の研究(1990)に 詳

しいが、その中央の看護改革がどのように地方に波及 し

ていったか、特に青森県における史料分析などの先行研

究が見当たらない。看護の歴史を学び、知ることは、現

在の看護状況の歴史的背景を知 り、より発展する為の教

訓 を引 き出すことにつながる。そこで、中央の看護改革

が青森県にどのように波及 していったかを明らかにした

いと考えた。

　　　　　　　　　　Ⅱ.目 的

終戦後の看護改革が青森県にどのように波及 したかを明

らかにする。

　　　　　　　　　Ⅲ.研 究方法

1.中 央の看 護改革 に関す る文献検討(Ryder島 崎

　　1990)

2.第1次 史料の発掘

　 1)青 森県内の看護改革(キ ーワー ド:看 護教育、看

　　護、 ミス ・ミラー、GHQの 看護婦)に 関するのG

　　HQ文 書(青 森県庁県史編纂室および国会図書館所

　　有:マ イクロフィッシュか らのコピー版B4サ イズ

　 全250頁)の 調査

　2)東 北地区各県庁および主な関連施設への当時の看

　 護に関する史料の調査

　　 青森県立図書館、宮城県庁情報公開室、宮城県公

　 文書館、秋田県県議会資料室、秋田県公文書館、岩

　 手県庁医療国保課、(社)青 森県看護協会、(社)秋

　　田県看護協会、(社)岩 手県看護協会、青森県立 中

　 央病院、国立弘前病院、弘前大学医学部庶務課など

　 へ研究の趣旨を説明 し同意を得た上で関係史料の有

　 無を確認 した。また、史料閲覧時には取 り扱い上の

　 注意を守 り慎重に行った。コピーに関 しては該当部

　　分を申し出、許可の元に行った。

3.グ ループインタビュー

　小山チセ(昭 和27年 ～48年 青森県立高等看護学院初代

教務部長)斎 藤クニ(昭 和20年 当時八戸 日本赤十字看護

学校学生)、 吉田美代(昭 和27年 青森県立高等看護学院

第1回 生)に 研究趣旨を説明 し同意 を得た後に、平成13

年12月15日(土)青 森県立保健大学　 A棟4F談 話室に

て看護教育面での変化に関する半構成的インタビューを

約2時 間行った。インタビューは、録音許可 を得た後に

行い口述録にした。また、青森県初代看護係長の花田ミ

キからは、当時の看護改革について本人の手記“ こぼれ

ばな し―占領行政下の看護―” を得た。

　　　　　　　　　Ⅳ.結 果 ・考察

1.中 央の看護改革

　 1945年(昭 和20年)8月15日 に第2次 世界大戦が終結

し、同年10月 、GHQ,　 SCAPが 設立 され、その中に

公衆衛生福祉局局長サムス大佐の下にオル ト大尉が看護

課長 として配属 された。敗戦当時 日本 には伝染病が蔓延

し、栄養失調、浮浪児、失業者などの問題が山積 されて

お り、サムスは公衆衛生の改善をはかり、日本国民の健

康 を向上 させ る責務 を担 っていた。1)サ ムスとオル ト

は、1940年 代米国で浮上 しつつあった患者中心の看護、

人間を全体(Whole)と して考えるべ きであるという考

えに共鳴 していた。従 って、看護改革は 「患者中心の医

療 と看護」 を目標 としたのである。2)オ ル トはサムスか

ら看護改革の全面的なサポー トを得なが らGHQ看 護課

の活動を行 った。具体的に看護改革の根底 になっていた

のは、「看護は科学、芸術、精神である」3)い う考 えで

ある。1946年(昭 和21年)3月 オル トをリーダーとした

日本人も含む看護教育審議会が発足 し、看護改革をどの

ように実施するかが検討 された4)。討議 された事項は、
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2.青 森県内看護婦養成所の視察

看護改革の1つ として厚生省 は保健婦 ・産婆 ・看護婦

の各養成所 を白紙 に返 し、新たに指定することにした。

そのために厚生省は東北地区の調査委員 として仙台東北

図2

出 展GHQ/SCAP,History of Non-Military Activities of the

Occupation of Japan.#2. Appendix.

全国の看護学校 の視察、模範学校 の設立、看護学校のカ

リキュラム作成、看護婦の国家試験 と免許制度、リフレッ

シャーコースの開催 と指導などであった。5)こ れらの審

議事項はサムスの承認の後に連絡事務局で 日本語 によっ

て翻訳 され、次に日本の政府 ・厚生省(現 在厚生労働省)

から都道府県へ と法令 ・規則などになって下達 された。

そしてこれらの実施は図1、2の システムにより、第8

軍、地方軍政、都道府県の軍政チームに伝達 され、監督

された。

軍政部所属のミス ・ミラーと ドクター ・ボイ ド、通訳1

名、青森県の花田 ミキ、宮城 日赤病院の佐藤モ トイ(漢

字が不明のためカタカナ表記)、福島県立医大の丸井 タク

ジロウ、塩釜日赤病院の細川文子監督の7名 を任命 した。

そ して1948年(昭 和23年)頃 より、東北地区の看護婦学

校養成所か ら新 しく設立申請が出され、それらの学校の

巡回調査が始 まった。青森県内の視察は弘前医大附属厚

生女学部(以 下、弘前医大 と略す)、国立弘前病院附属看

護婦養成所、東青病院看護婦養成所、国立青森サナ トリ

ウム病院、三八域病院看護婦養成所、国立松 ヶ丘癩病院

附属看護養成所、弘前女子厚生学院、青森県医師会看護

養成所で行われた。6)視 察後、認可の合否 は厚生省か

ら都府県宛に交付 されたとあるが青森県庁は2度 の火災

にあってお り、その交付文書は残 っていない。この視察

時 の必須項 目が“Essential　Points　at　Inspection　of　Nurses'

Training　schools”7）というタイ トルでGHQ文 書の中に

保存 されていた。

視察調査の前に“the forms” とい う事前調査報告書 を

看護婦養成所が提出し、それを参考に視察 したことが判

明したが、そのformは 見つか らなかった。視察が行われ

た後、報告書が提出された。史料1の 報告書には年月日

がないが、内容か ら1949年 と推測される。

　史料1の 弘前医大の視察報告書を分析すると、看護教

育および病院看護は、

　 ・医師の指示下による外来看護が主で病棟 における患

　　者中心の看護が行われていない。

 1. Before inspection contact, the nursing schools 

 concerned and ask them to prepare the forms as 

 indicated in the attached paper , and on inspection 

 compare the actual situation with the completed forms. 

2 . Inspect the following points specially and report with 

 recommendations. 

 a. Can the student practise in the hospital what she has 

   learned in the classroom ? 

 b. Does the student get sufficient basic nursing before 

  she is put in the hospital to practise ? 

 c. Are the nursing leaders in the hospital (full time 

instructors and head nurses) adequate ? Is there 

sufficient number of them in order to give sufficient 

   guidance ? 
 d. Is the hospital staff interested in nursing education 

   and cooperative ? 

 e. Is the central kitchen of the main hospital providing 

   sufficient meals ? 

 f. Are the nurses in the main hospital doing non-

   professional duties ?
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史料2国 会図書館憲 政史料 室所蔵：GHQ文 書BOX2580　 CAS(B)01834-01836

史 料1国 会 図書 館憲政史料 室所蔵：GHQ文 書BOX2630　 CAS(A)03928-03934
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表1視 察日程表

月 日 曜 養成所名 摘要

11　 24 金 花巻病院 15:24 盛岡宿泊

16:22

17:56花 巻 発

19:08盛 岡駅

11　 25 土 岩手医大病院養成所 同じ

11　 26 日 旅行日 11:08盛 岡発

15:58青 森 着

19:00青 森 発

弘前宿泊

11　 27 月 弘前医大厚生女学部

11　 28 火 旅行日 10:50弘 前 発 山形宿泊

21:47山 形 着

11　 29 水 山形至誠堂病院養成所

11　 30 木 報告

ミス ・ミラーは、ある施設の副院長が“私は看護婦のこ

となら何で も知ってお り、当病院の看護婦は手足のよう

に言 うことを聞きます” と言った時、彼女は“ 後の質問

は不要” と返事 した9）が、その 「強さ」 も変 革促進の一

つの要因であったと考える。これまで医師が 万能者で、

単 に指示 どお りに従 って働 くのが看護婦だ という考え方

がすべてであ り、突然“看護 とは患者中心の看護 である。

看護は専門職として独立すべ きである”と説明されても、

ほとんど日本の看護婦は見当がつかなかった と考える。

ミス ・ミラーの“東北軍政部の権力” と視察委員の各

地における精力的な活動は、病院の管理構造 と看護サー

ビスに変化 をおこす きっかけとなったと考える。

3.青 森県の看護行政の確立と看護サービスの向上

GHQの オル トを筆頭 とする看護課は、「看護行政の確

立」にも力を入れ、まず厚生省(現 厚生労働省)に 看護

課(初 代看護課長は保良せ き)を 設置 した。GHQ,S

CAPの 方針は、民主化であ り、行政組織の中に女性が

入ることは、時宜的で国民 に対 しての よいデモ ンス ト

レーションとなった。看護課設置の意図は、“看護婦 自

身によって看護政策を練 り、看護婦の地位向上とともに

看護サービス、看護教育のレベルアップを実施する実権

を獲得すること”であった。10)1948年(昭 和23年)7月

に保健婦助産婦看護婦法が制定されたが、地方で効果的

に実施 されるためには、地方の末端の行政部門が必要で、

各県の医務局が看護課 を作 るよう指導 された。1948年

(昭和23年)5月 岩手県では、県庁衛生部看護係とい う

新 しいポス トに中山ミツが就 き、看護行政を担った。11)

青森県では1950年(昭 和25年)、 花田 ミキが始めての女

性係長にな り、係長以下5名 を率いてスター トした。青

森県庁の看護課(係)設 置 も、多 くの障害を越えなけれ

ばならなかった。花田らは、県全体の総合的な看護行政

を目指 したものの、行政での仕事の仕方が分からず、現

場にい くための旅費 もな く、指導を請 う人もいなく、冷

たい視線 と“オナゴに何がで きる” といったあからさま

な声にも耐えた。花田は、行政の仕組みから勉強を始め、

月に2～3度 回って くる軍政部のナースは とて も心強

かったと回顧 した。12)

このように地方における看護課(係)の 設置が全国で

行われ、東京都、九州地区、中国地区、四国地区などで

も同じく軍政部のナースらと各県の看護係長が共に視察

し、看護の質の向上を目指 した。例えば、病院内の看護

サービスの改善 を目的とした九州地区―福岡県の指示内

容13)は:

患者に家族の付 き添い廃止、看護婦不足解消のため

の助手雇用、看護の3交 代 システムの採用中央キ ッ

チン導入、清掃部の設置、婦長の病棟宿直廃止、学

生の強制的な寄宿舎制度の廃止、看護部の医療部か

・看護婦養成 とい うことに関 して適切な教科書がな く、

指導者がいない。

・養成所は見習学校のままで、看護教育は臨床実習を

取 り入れるという厚生省が目指 した新看護体制を採

用 しておらず、また、必要性 を認識 していない。

・看護業務 と事務の仕事が混在 してお り、責任が明確

でない。

・看護婦 自身が専門職であるという自覚がなく、リフ

レッシャーコースの参加はほとんどない。

などに要約 される。弘前医大は2回 視察を受けている

ので、上記は、1回 目の視察であることが推測される。

その視察 日程表(表1)か ら、当時の視察行動を知 るこ

とができた。

史料2の 弘前医大の視察報告書(内 容から2回 目と推

測)か らみ ると、「前 回の視察 に比べ看護業務面で人材

を得、養成業務は書類 ・教材 も充実 し、院長以下の協力

と理解が格段の差があ り、看護管理の責任 も明確 にされ

ている・・・」 というように、明らかに改善の兆 しが見え

る。 しかし視察が行われた施設全てが、このように院長

以下の理解 を得て、看護婦養成施設に改善が行われたの

ではないと考えられる。終戦当時の病院経営困難さや医

療物資の不足、病床器材(ベ ッドや寝具)の 不足、中央

調理室の導入など看護婦養成の他にも改善することが多

くあったと推測 されるからである。厚生省が看護体制を

変えるという通達を出 していても、病院の上層部が看護

業務 に関心をもたない限 り、改善 は行われなかったので

はないかと推察する。 しか し、東北軍政部の看護婦らが、

看護婦養成所申請をした施設に、調査委員 と共に視察を

行い、その結果で看護婦養成所を開 く許可(合 格)を 得

なければ養成所は開けなかった8)と いうことから、改善

せざるを得なかったのである。東北軍政部の青森県担当
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らの独立 と総婦長の任命、看護婦養成所に3人 の看

護教師を任命

等である。 しかしこれ らが実施されるまでには、他県同

様 に上司か らの仕事の妨害や医師から患者の前で叱責

(全身清拭をしたから患者が風邪を引いた。体位 を変換

したか ら手術の傷が開いた等)な ど様 々なことがあっ

た。14)青森県において、上記のような史料(具 体的な看

護サービスの指示内容)は 見つからないが、似たような

状況であったと推察される。

4.病 院における改革

1945年(昭 和20年)頃 は、病院に入院すると付 き添い

がつ くか、家族が世話をしていた時代である。看護婦の

仕事はほとんどが医師の介助といっていいほどで、一番

偉いのは医師の傍にいる外来勤務者で、病室勤務は低 く

見 られていた。病棟では、清拭車がないため荷台車にバ

ケツ2つ に水 と湯を用意して実施 した。身体 をきれいに

しな くて も死 なないという考えが普通で、快適な療養生

活 というのは考えられなかった。15)しか し、看護婦が単

に医師の指示を受けていただけであったのが、看護に関

して意見を言い始めたということで医師との トラブルが

起 こるようになった。16)そして、現場で働いている人た

ちの目の色が変わり明る くなった。このように目に見え

て看護婦 自身の看護への姿勢が変わったのは、看護部が

出来、総婦長制度が出来た頃からであった。花田は病院

における看護部設置の時のいきさつを次のように語 って

いる。17）

東京での幹部研修 にある病院婦長がやる気満々で帰郷

し、提案書 を院長に提出 した。

提案書:責 任者 として総婦長を作 り 「看護部を作 る」。

その目的は病院に院内に看護 と実習学生の指

導を行 うためである。

月に1～2度 の休 日を設けてほしい。

院長は医局で相談後、東京の大病院の婦長へ

伺ったところ“ この頃の若い人たちはアメリ

カかぶれ して、突飛なことを言って困る” と

の返答だった。院長以下医局全員が居並ぶ席

に婦長を呼び、東京のベテラン婦長は“看護

部設置はいけない”と言った。“第1、 医局 と

同等の看護部 をつ くるだと、生意気だ” との

意見がされた。婦長 と討論 とな り、傍聴の看

護婦たちが泣き出 した。“今はこれまで… 。”

と婦長はすぐ辞表を出 した。数 日後この情報

が軍政部に伝わ り、GHQの 看護婦が来た。

医局全員集まった席で“ ここの婦長は研修で

習ったことを実行 しようとした優等生だ” と

世界の看護が目指すところを諄々 と説いた。

間もな く看護部が設けられ、総婦長が任命さ

　　　　　れた。 しか し、看護部が看護婦の勤務交代 を

　　　　　指示することに医局が抵抗 し、 看護婦 の人

　　　　　事はこれまで どお り医局が行 った。

5.県 内講習会(リ フレッシャーコース)

　中央における看護改革は、国家試験 と免許についても

小委員会(金 子光、湯槇 ます、平井雅恵、井上なつゑ)

で検討 された。新 しい国家試験の目的は、看護婦の教育

水準 を上げ、より良い看護ができることにあった。1950

年(昭 和25年)甲 種看護婦 第1回 国家試験が、全国共通

の問題 を各県で同 じ日に年2回 実施 され、合格 した者が

厚生省か ら免許を取得することができるようになった。

それまで青森県では、免許業務取 り締 まりは、警察 とい

うことで警察から免許が渡され、その他は県庁の医事課

で担当 していた。その国家試験受験資格は、認可された

看護学校を卒業することであった。 しか し、この国家試

験 と免許を導入することで問題になったのがすでに働い

ている看護婦であった。18)この頃の看護婦は、教育背景

に一貫性がな く、8年 生の高等小学校を卒業 していない

者 もいた。県内で も50年前は6ヶ 月間見習 をし、県の試

験 を受けてそれでよしとしてきた。当時の高校の先生は

看護婦 と准看護婦の区別が分からず、看護学校 は誰 もが

入れるものだと思われてお り、進路指導の中に入ってい

なかった。19)

　中央の看護教育審議会では、一定の看護の水準を満た

さなければならないとし、各県で2～3日 の講習会を看

護協会が責任を持って計画 し、全国に系統立てて戦前の

免許交付者 に講習が実施 された。この ように して、

14,000人 以上の看護婦が講習を受け、3,524人 が何 らか

の終了証書を取得 した。20）花田は、

　青森県では東京に個人参加で花田 ミキ、小 山チセ、奈

　良テイの3人 が 日本看護協会の準備総会、通常総会に

　 出席 した。そこで中央の状況がいち早 く把握でき、県

　内の講習会が行われたのである。そして、東京看護教

　育模範学院を見学 し、そこで使われているテキス ト(基

　礎看護法)を 日赤本社に依頼 して小分けにして借用 し

　 た。帰郷後、八戸でそれを仙花紙にガリ版で刷って使

　用 した。研修会も 「基礎看護の研修から看護 というも

　 のを考え直すチャンスにする」 という目的を立てて、

　保健婦 ・助産婦 ・看護婦 を対象に行 った。実習ではリ

　 ネ ン類が乏 しいため、新聞紙 をバス タオルに見立て

　 ベッ ドバスの練習をした。 しかし、当時の看護婦 らに

　 とって基礎看護法の導入はカルチャーショックであっ

　 た。東京看護教育模範学院の学生からは、キャップを

　借 り、紙 に型をとった。帰郷後県内のナースキャップ

　 が変わ り、また、いち早 く看護学校の載帽式において、

　 厚切 り大根 に釘を刺 してのキャンドルサービスを取 り

　 入れた。21)
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というように、自分が講習会に参加 した後に、県内でそ

の内容 を精力的に広めていった。

6.青 森県立高等看護学院設立

青森県では、1948年(昭 和23年)に 看護協会青森支部

を立ち上げた花田 ミキを中心に、青森県知事 と県議会に

看護学院設立の陳情、請願書を提出 した。 さらに街頭運

動 も盛んに行ない、早 くから独立採算制の看護学院設立

を目指 した。その粘 り強 さ、根気強さで県議会に嫌がら

れるほど運動を繰 り返 した。県庁の衛生部長であった倉

持恭一 も看護学院設立のための国庫補助申請 に尽力をつ

くした。その結果、県立高等看護学院は1952年(昭 和27

年)に 開院できた。22）。

小 山は、“当時ほとんどが病院附属の看護学校であ り、

病院の多忙如何によっては、授業をを中断 し、学生を病

院に連れて行 った。それでは本当の教育は出来ない。 き

ちんと看護教育の予算化をする。独立 とはそ ういうこと

である。”と再三訴えたとい う。食べ物 もない時代で看護

学院は建ったけれども、今後なぜ看護教育には大学教育

が必要か とか、自分たちがお金 を払って看護を学ぶこと

等の意味を、県下の人たちに理解 を求めること自体が、

むずか しい時でもあった。同時 に、看護学生の実習病院

となる青森県 立 中央 病院(前 身 は青森 の済衆社1873

年)23)が 開院した。これまでの看護教育 しか受けていな

い看護婦たちにとって、新 しい看護教育(患 者中心の看

護)下 の学生実習を受け入れるにあたっては、ひがみな

どの感情的な面が多 く、“教える”気持ちを抱いていたと

は言えない ものだった。24)実習に関する指導体制が一番

心配 されたのは、「全部旧制度で習った看護婦が、つ まり

医師の介助か ら患者中心の看護を学んで きた学生の実習

指導をどのように行 って くれるか」 とい うことだった。

実習病棟へは、病院の看護婦たちが嫌がるため、看護教

員は学生についていかなか った。違いは教育制度が変

わったことであるが、学生への反発 も強かったのである。

当時看護学院1回 生であった吉田は、“自分は学院の一

回生である。私たちは自信を持 って勉強 した。看護の勉

強はもちろんだが、寮生活のため挨拶の仕方、スリッパ

の揃 え方、姿勢や立ち居振舞い、話 し方、洗濯物の干 し

方 まで厳 しく教 えられた。高校 を出たばか りの学生が、

人前 に出て責任 を持って行動できる為の基礎的な部分が

鍛えられた。実習ではベッ ドメーキ ング、清拭、モーニ

ングケア、看護婦への報告 などを行 った。それが看護婦

さんから見ると、生意気やおすま ししていると感 じられ

たかもしれない。しかし私たちは患者中心の看護 を習い、

それが専門職であ り、これからも勉強 し続けることが1

つのプライ ドであった” と振 り返っている。25)

終戦当時、食料不足や戦地からの引揚者の増加、家屋

の焼失などで生 きることも精一杯 であった青森県下で、

看護に関 して、このような看護教育を取 り入れ、実際に

行ったことは、花田や小山らの先見の明ばか りでなく、

看護教育その ものの質を高めようとする、並 々ならぬ熱

意と行動力があったと考える。

7.占 領行政終了後の反動

1952年(昭 和27年)9月8日 に占領行政は終わった。

全国の県庁 に設置 された看護課または係は、GHQの 看

護婦 らの力 に負うところが大 きかったために、その反動

は大 きいものだった。厚生省の看護課は、1956年(昭 和

31年)に 看護課 ・歯科衛生課 ・医務課の3課 が統合され、

医事課となった。しか し、看護協会や当時の看護界のリー

ダー達の活発な働きで、1963年(昭 和38年)に 看護課は

復活 した。青森県の看護課 も医事課に吸収されるという、

うわ さが流れたが、実際は花 田 ミキ係長他1名 に減 っ

た。26)GHQの 看護婦 らの迅速な行動は実に頼 もしく、

毎 日の仕事がや りやす くなることを喜び、自分の力で考

え、行動するよりもその権力に甘えて しまった。こんな

はずではなかったと言っても間に合わない。 他力本願だ

けで 自ら汗を流 して築 き上げたものではなかった と振 り

返る看護婦が多かった。27)

しかし、花田は“看護に関 しては中央と地方共に自ら

の足で立 ち上がったのだ” と記 している。28）確かに占領

下における看護改革 は、GHQ看 護婦 らの強い影響が

あった。が、それを単に受け入れるだけでな く、看護 と

は何か ということに気づいてい く、つまり、現場で働い

ている看護婦 らの意識改革が一番必要であ り、重要なの

だとい うことである。中央の看護改革の波が押 し寄せて

も、受ける側の地方に、連動 していこうとする主体性が

ないと伝わらないだろう。青森県には花田や小山らがい

た。占領行政終了後の反動に負けない 「命令 ではな く、

自分で考えて行動する看護婦になろう」 という気合こそ

が青森県への波及に大 きな原動力となっていたのである。

Ⅴ.ま とめ

今回、中央の看護改革(全 国の看護学校び)視察、模範

学校の設立、看護学校のカリキュラム作成、 看護婦の国

家試験 と免許制度、リフレッシャーコースの開催 と指導

など)が 青森県にどのように波及 したかを調べた。その

結果、第1次 史料 となるものは、ほとんど見つからなかっ

た。東北地方 ということで、宮城県 までを調査範囲にし

たが、終戦直後の看護改革に関するものは得 られなかっ

た。終戦後50年 を経た現在、当時を知る方々は少な くなっ

ている。 しか し、GHQ文 書からは看護学校視察報告書

を入手することが出来た。また、青森県初代看護課長の

花田や青森県立高等看護学院設立に深 く関与 した小山ち

せ らのインタビューを行 うことが出来た。その結果、中

央の看護改革は、青森県 に次のように波及 していったこ
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とが明らかになった。

1)県 内看護婦養成所視察 によって、看護教育の人材、

教材、医師らの理解 と協力が得 られ、看護管理面での

責任が明確になった。

2)看 護行政の確立は、看護職が初の看護課長となり、

県全体の総合的な看護行政を目指 した。

3)患 者中心の看護 を唱えても、医師を始め、一般人に

も看護の役割が理解 されなかった。看護援助(清 拭、

体位変換など)を 実践すると妨害や叱責等があった。

4)病 院でおける看護婦の役割は、医師からの指示に従

うだけであったが、 しだいに自分達の看護について意

見を述べ るようになり、考えるようになった。

5)中 央の リフレッシャーコースに参加 した看護婦が、

その講習会でのテキス トを真似て独 自に作成 し、目標

も立てて、県内の保健婦 ・助産婦 ・看護婦らに伝達 した。

6)独 立採算制の看護学校 を設立 し、患者中心の看護を

取 り入れた看護教育を実践 した。

7)中 央の看護改革は、熱意と行動力を併せ持つ看護婦

(花田、小山ら)に 、自らが考え、行動 しなければ本

来の看護を失 ったままであるという、立ち上がるきっ

かけを作った。その影響は看護行政や看護教育を通 し

て県内の看護婦らに伝わった。

今後の課題は、病院における看護管理や看護ケアがど

のように実際 に変化 していったかについて、さらに史料

の発掘に努力することである。この研究の限界は、第1次

史料が少ないため、史実の裏づけが明確でないことであ

る。

Ⅵ.おわりに

花田や小山 らの運動で設立できた青森県立高等看護学

院(1952年)は 、1999年(平 成11年)に 青森県立保健大

学 として新たにスター トした。学院開設当初から 「看護

教育は大学教育が必要である」 と訴えつづけた小山は、

まさに感無量であったという。現在、看護援助では、「患

者の状態に適切なケアを考 える」 ということが当然のよ

うになっている。 しかし、50年 前 までは、青森県下でも

看護 とは医師の手伝いで しかなかった。清拭や体位変換、

食事の援助 を始め とする日常生活援助は、看護婦の仕事

ではなかったという史実があった。

看護婦 らのたゆみない努力の積み重ねがあって、今日

病院で行われているケアにつながっているのである。先

人達に習い、次の世代に看護 をつなげていけるよう、自

分自身が興味と行動力を常に携え続けることが大事である。

歴史の研究であるため、“当時の施設名”はそのまま表

記 し、看護師についても当時の“看護婦” に統一 した。

この研究を行 うに当たり、ご理解 とご協力を下さいまし

た皆様 に深謝いた します。尚、この研究は平成13年 度青

森県立 保健 大学健康 科学特 別研 究の助成 を受 け、実施致

しま した。

(受理 日： 平成14年11月15日)
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